
問題　30-7 貿易に関する学説の問題

（ミクロ経済学の追加問題 30-14-14）

　ヘクシャー = オリーンの定理に関する記述として、妥当なのはどれですか。
1.  ヘクシャー = オリーンの定理では、各国間で異なる生産技術を持つと仮定すると、各
国はそれぞれ比較優位にある方の財の生産に完全特化することによって、互いに貿易を通
じて各国の利益を増加できるとしました。
2.  ヘクシャー = オリーンの定理では、比較優位の原因を生産要素の存在量に求め、各国
が相対的に豊富に存在する資源をより集約的に投入して生産する財に比較優位を持つとし
ました。
3 . ヘクシャー = オリーンの定理では、財の価格の上昇は、その財の生産により集約的に
投入される生産要素の価格を上昇させ、他の生産要素の価格を下落させるとしました。
4 . ヘクシャー = オリーンの定理では、財の価格が一定に保たれるならば、ある資源の総
量が増加すると、その資源をより集約的に投入して生産する財の生産量が増加し、他の財
の生産量が減少するとしました。
5 . ヘクシャー = オリーンの定理では、アメリカにおける実証研究の結果から、資本豊富
国と考えられていたアメリカが労働集約的な財を輸出し、資本集約的な財を輸入している
としました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（地方上級　改題）


